

















Szkody et al. (2003)の可視光分光観測でTiOバンド吸収が確認されていた。これはこ
の短い軌道周期では非常に珍しい現象で、伴星が可視光でもかなり寄与が大きいことを意




























図:2MASSデータを用いた SUUMa型嬢新星の赤外線2色図。 J0137は通常の SUUMa 
型嬢新星からやや外れたところに位置し、特殊な伴星を持っていることを伺わせる。
Reference: 
A.lmada，他D.Nogami含む 12人の共著う 2006うPASJう58う143
(野上大作記)
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